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テロメアとテロメラーゼテロメアとテロメラーゼ



• 癌の部位のテロメアは1200ngから増減します。

• 正常な部位のテロメアは110ngからスタートして増
減します。癌の人は90ng以下とか低くなっている

場合が多いです。

• 腕のテロメアが110ng以下になると、体のどこかに

• 癌がある場合が多い。

※正常なテロメアが低い場合は、true St.36に円皮
鍼を入れ、200回刺激してテロメアを増やします。



デカドロンの構造式

デカドロンを用いて、スポーツ選手でステロイドホルモンを使用し
ている人を推定することができます。（共鳴現象を利用して）















成長ホルモンと老化の研究成長ホルモンと老化の研究

• Growth Horomone
• Growth Horomone Releasing Factor
• Ghrelin
• Somatostatin
• IGF1













The hormone 
somatostatin (top) 
and its synthetic 
analogon octreotide.
The receptor-
binding amino acid 
residues are 
coloured dark-blue.













• ※グレリン(Ghrelin)は、成長ホルモンと共に増

えるが、グレリンが低い人で体のどこかに癌の
ある人が多い。（４月久留米セミナー 大村教授
の講演より）









新しい酸化ストレスマーカー

• 8-isoprostane(8-epi-PGF2α）

• 8-OH-dG

• 癌、心臓病、アルツハイマー病等でチェックし
ます。









Acetyl-L-Carnitineとα-Lipoic Acid

• 活性酸素を除去して、8-OH-dGの量を減らし
たり、Acetylcholineの量を増やすには、
Acetyl-L-Carnitineとα-Lipoic Acidの

• コンビビネーションが良い。

• ただし、市販のサプリメントはtoxic doseな
ので、適量を見つける。（1/3～1/2Tabletくら
いの量）





















アルツハイマー病のパラメーターアルツハイマー病のパラメーター

1)  Al:↑↑↑↑↑＞350mg
• Hg: ↑↑↑↑↑＞200mg
• Pb: ↑↑↑↑↑＞100mg
2) β-Amyloid(1-42) ↑↑↑↑↑＞7ng
3) New Tau Protein  ↑↑↑↑↑＞7ng
4)  Acetylcholine ↓↓↓↓↓＜100-150μg
• ( 5) 8-OH-dG    6) New 8-isoprostane(8-epi-

PGF2α)）













• Left: The arrows show accumulations of the Tau
protein inside individual neurons. Right: Two 
blood vessels are surrounded by collections of 
brown dots. These brown specks are sticky 
plaques of the Ab protein. 
Courtesy John Hardy and Dennis Dickson 





• 脳内のソマトスタチンは加齢に
よって減少し、アルツハイマー
病患者脳では顕著に低下して
いることが知られています。今
回の発見とあわせて考えると、
加齢によるソマトスタチン減少
がネプリライシン活性を低下さ
せ、その結果、Aβ蓄積をひき
おこすという可能性が浮上して
きます。この仮説が正しければ、
アルツハイマー病患者の大半
を占める孤発性アルツハイ
マー病の原因が初めて解明さ
れることになります。

ソマトスタチンとアルツハイマー病

ソマトスタチンはアルツハイマー病の大脳皮質で減少しており、ソマトスタチン受容体も
減少しています。このことから、ソマトスタチンは知能との関連があると考えられています。



脳内でのインスリンレベルが低下するとアルツハイマー病の
初期サインである神経細胞の変性がおきる
2005-03-08 15:52:32 ラットの実験から、インスリンとその関連物
質・IGF I/IIは脳内で作られており、脳内でのインスリンレベルが低
下するとアルツハイマー病の初期サインである神経細胞の変性が
おきると分かりました。

また、アルツハイマー病患者の脳を調べたところ、インスリンとIGF-
Ⅰのレベルが前頭皮質、海馬、視床下部で有意に低下していまし
た。これらの領域はすべてアルツハイマー病の発病に関連がありま
す。

‥> News Source
+ Researchers discover link between insulin and Alzheimer's / 
Eurekalert

‥> Reference
Impaired insulin and insulin-like growth factor expression and 
signaling mechanisms in Alzheimer's disease - is this type 3 
diabetes? J Alzheimers Dis. 2005 Feb;7(1):63-80.



• アルツハイマー病：
原因たんぱく質、分解促す物質を特定－－理研

•
• 理化学研究所の研究チームは、アルツハイマー病の原因たんぱく質を分解する

酵素の働きを高める性質が「ソマトスタチン」にあることを突き止め、２０日付の

米科学誌「ネイチャー・メディシン」（電子版）に発表した。ソマトスタチンは、成
長ホルモンの分泌を制御するたんぱく質。この物質が細胞表面の受容体に結び
つくと、脳内の分解酵素が増え、病気の原因たんぱく質分解が促進されるという。
もともと体内にある物質のため副作用の少ない治療物質として注目されそうだ。

• アルツハイマー病はベータアミロイドと呼ばれるたんぱく質が脳内に沈着した結

果、神経細胞が死滅し、脳が萎縮（いしゅく）すると考えられている。ソマトスタチ
ンの脳内の量は、加齢とともに減少することが分かっていた。

• 研究チームは、ソマトスタチンを作れなくしたマウスを調べた結果、アミロイドを
分解する酵素「ネプリライシン」の脳内の量が通常マウスの６割まで減ることを確
認した。また、このマウスの脳にはアミロイドの沈着が約５割も多かった。

• 研究チームの西道隆臣・神経蛋白（たんぱく）制御研究チームリーダーは「ソマト
スタチンの受容体に働く薬剤を開発できれば外科治療や副作用の心配なくアミロ
イドの沈着を減らせる。実用化の可能性は高い」と話す。【永山悦子】

• 毎日新聞 2005年3月21日 東京朝刊



• アルツハイマー病患者の脳のタングル
の顕微鏡写真。
正式には神経原線維変化（NFT)と言
い、神経細胞内に高リン酸化したタウ
が凝集沈着したものが主要成分。もと
もとは銀染色法を用いて見い出された
ものだが、この図では抗リン酸化タウ
抗体を用いて酵素抗体法により免疫
染色している。大脳皮質の切片で茶褐
色に染色されたタングルが大型の神
経細胞体を満たしている。対比染色に
よりグリア細胞などが薄紫色に染まっ
ている。








